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外
務
副
大
臣
と
し
て
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

東村山市栄町2-28-2 久米川武蔵ビル1階

　

5
月
27
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
現
職
の
ア
メ
リ
カ
大

統
領
と
し
て
初
め
て
広
島
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
歴

史
的
な
訪
問
に
向
け
て
、
私
も
、
広
島
が
地
元
の
岸

田
外
務
大
臣
と
共
に
地
な
ら
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

広
島
平
和
公
園
で
は
、「
核
無
き
世
界
」
に
向
け
て
オ

バ
マ
大
統
領
か
ら
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
ま

し
た
。
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、
感
無
量
で
し
た
。　

　

そ
の
後
、
6
月
13
日
に
は
、
C
T
B
T
（
包
括
的

核
実
験
禁
止
条
約
）
の
署
名
開
放
20
周
年
の
会
議
に

日
本
政
府
を
代
表
し
て
出
席
し
、
改
め
て
核
軍
縮
・

核
不
拡
散
に
向
け
た
日
本
の
決
意
を
世
界
に
発
信
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
ア
メ
リ
カ
政
府
代

表
団
と
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
を
受
け
た
次

８
月
５
日
を
以
っ
て
、
外
務
副
大
臣
の
職
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
１
年
弱
の
在
任

中
に
、
海
外
出
張
先
は
延
べ
16
か
国
、
飛
行
距
離
に
し
て
約
17　

5
万
キ
ロ
、
約
地
球
4.3
周
分
移

動
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
主
と
し
て
、 

① 

核
軍
縮
・
核
不
拡
散
を
始
め
と
し
た
平
和
外
交
の
推
進
、

② 

ア
フ
リ
カ
及
び
ア
ジ
ア
と
の
間
の
開
発
援
助
・
協
力
外
交
、  

③ 

国
連
安
保
理
改
革
の
推
進
、

④ 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ダ
ッ
カ
事
件
の
対
応
な
ど
海
外
在
留
・
訪
問
邦
人
の
危
機
管
理
の
推
進
、

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
以
下
、
概
要
を
記
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
1
人
の
衆
議
院
議

員
の
立
場
で
取
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

今後は、党に戻り、本来の専門分野である経済・
財政・行政改革等の分野で汗をかきます。特に、
行政改革では、再び河野太郎・元行革推進本部
長（前行革担当大臣）とタッグを組み、行政の
無駄に切り込みます。
消費税率の再引き上げが延期され、2020 年の
財政健全化が見通しづらくなっていますので、
霞が関の各省庁はもちろん、独立行政法人など
関係機関の支出にも厳しく切り込んでいきます。
また、厚労省や内閣府のように時代とともに行
政需要が拡大している省庁もあり、行政の効率
的運営の観点から検討が必要です。
経済については、「消費の活性化」が不可欠であ
り、①勤労世代については賃金の引き上げ、②高
齢世帯については特に低所得世帯へのきめ細か
な対応、が必要です。そして両者に共通するも
のとして、子育て・年金・医療・介護といった
社会保障制度に対する不安解消が大切です。ま
た、こうしたマクロ的な全体像を踏まえながら、
地域経済の活性化に取り組む必要があります。

地元の活動については、地域活性化の観点から、
特に以下の３点に取り組んでいきます。

①2020 東京オリンピック・パラリンピック大
　会に向けて、外務副大臣として培った海外と
　の人的ネットワークを最大限活用しながら、　
　地元において事前キャンプの招致を行うこと

②地域活性化のための国の補助金である「地域
　創成交付金」を活用し、例えば、新たな農商
　工連携の発掘や地方中堅企業の東京事務所誘
　致など、地元経済の活性化を図ること。

③清瀬市の結核研究所、東村山市のハンセン病
　療養所（全生園）、武蔵村山市の感染研究所を
　始めとした世界に冠たる医療・福祉資源、また、
　地域の充実した医療・介護人材を踏まえた「人
　に優しい地域」作り。

本職の経済・
財政・行革に邁進

地域経済・社会の
活性化に全力

核
軍
縮
・
核
不
拡
散
を
始
め
と
し
た

平
和
外
交
の
推
進

・

自民党 衆議院議員
前外務副大臣
自民党 衆議院議員
前外務副大臣



な
る
行
動
に
つ
い
て
突
っ
込
ん
だ
議
論
を
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
オ
バ
マ
政
権
は
、
残
り
の

任
期
中
に
、
核
実
験
禁
止
決
議
を
国
連
の
場
に
提
出

す
る
こ
と
を
目
指
す
方
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
唯
一
の

被
爆
国
と
し
て
、
ま
た
平
和
国
家
と
し
て
、
核
軍
縮
・

核
不
拡
散
に
つ
い
て
引
き
続
き
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
連
創
設
か
ら
70
年
以
上
を
経
て
な
お
、
5
つ
の

戦
勝
国
（
米
・
英
・
仏
・
露
・
中
）
が
、
拒
否
権
を

持
つ
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
と
し
て
、
国
連
を

牛
耳
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
70
年
の
間
に
、
ア

ジ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
の
発
展
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
国
連
が
、
現
在
の
国
際

社
会
を
よ
り
正
確
・
公
平
に
反
映
す
る
民
主
的
な
組

織
と
な
り
、
大
き
な
国
だ
け
で
な
く
世
界
の
様
々
な

声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
国
連
安
保
理
の
改
革
が
急

務
だ
と
考
え
ま
す
。
我
が
国
の
国
連
安
保
理
の
常
任

理
事
国
入
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ア
フ
リ
カ
や
中
南

米
か
ら
も
常
任
理
事
国
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
過
去
10
年
間
、
改
革
は
停
滞
気
味
で

し
た
。
こ
の
1
年
間
、
副
大
臣
と
し
て
改
革
実
現
に

向
け
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
中
南
米
諸
国
と
の
連
携

強
化
を
強
力
に
図
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
議
員
外

交
を
通
じ
て
、
改
革
を
後
押
し
し
て
参
り
ま
す
。

務
め
ま
し
た
が
、
改
め
て
海
外
に
お
け
る
邦
人
の
安
全

確
保
に
む
け
た
対
策
強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
海
外
に
お
け
る
邦
人
の
安
全
確
保
策
を

協
議
す
る
た
め
の
検
討
会
を
外
務
省
内
に
設
置
し
、

議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
対
策
は
、①
情
報
収
集
・

分
析
・
共
有
の
各
段
階
で
の
精
度
・
能
力
・
体
制
の

強
化
、②
危
機
発
生
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

と
そ
の
周
知
（
例
え
ば
、
危
機
発
生
時
に
は
と
に
か
く

逃
げ
る
e
t
c
）、③
日
本
人
学
校
の
警
備
強
化
や
防

弾
車
の
使
用
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
対
テ
ロ

対
策
の
徹
底
、
な
ど
が
柱
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

一
般
の
海
外
旅
行
者
向
け
に
は
、
外
務
省
が
運
用
す
る

海
外
旅
行
者
登
録
「
た
び
レ
ジ
」
へ
の
登
録
を
促
す
と

と
も
に
、
携
帯
電
話
各
社
と
の
連
携
を
通
じ
た
海
外

安
全
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

国
内
は
も
ち
ろ
ん
国
外
に
お
い
て
も
、
邦
人
の
安
全

確
保
は
政
府
の
最
も
需
要
な
基
本
的
責
務
で
あ
り
、

引
き
続
き
徹
底
し
た
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
４
つ
の
外
交
課
題
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、

副
大
臣
在
任
中
に
心
が
け
た
最
大
の
点
は
、「
平
和
を

創
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
平
和
は
何
も
し
な
く
て
も

当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
て
、
政
府
が
行
う

　

7
月
2
日
（
日
本
時
間
）、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首

都
ダ
ッ
カ
で
、
８
名
の
邦
人
の
方
々
が
巻
き
込
ま
れ
る
、

非
道
な
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
私
は
現
地
対

策
本
部
長
と
し
て
、
ダ
ッ
カ
で
事
態
対
応
の
責
任
者
を

様
々
な
行
動
は
平
和
を
壊
す
も
の
で
あ
る
と
お
考
え
の

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
国
際
社
会
の
現
実
は
、
全

く
逆
で
、
平
和
は
「
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
す
る
」

も
の
で
は
な
く
、
外
交
努
力
を
含
め
た
様
々
な
政
策

努
力
に
よ
っ
て
、
何
と
か
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
、

よ
う
や
く
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

軍
事
力
の
誇
示
や
威
嚇
に
よ
る
海
洋
進
出
、
領
土

拡
張
と
い
っ
た
現
状
変
更
の
企
て
、
あ
る
い
は
核
・
ミ

サ
イ
ル
開
発
と
い
っ
た
、
平
和
を
揺
る
が
す
行
動
に
対

し
て
は
、
冷
静
沈
着
に
、
し
か
し
毅
然
と
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
和
を
志
す
多
く
の
仲
間
の
国
々

と
連
携
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。

　

ま
さ
に
「
平
和
を
創
る
外
交
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

ア
フ
リ
カ
及
び
ア
ジ
ア
と
の

開
発
協
力
外
交

国
連
安
保
理
改
革
の
推
進

ダ
ッ
カ
・
テ
ロ
事
件
へ
の
対
応
な
ど

邦
人
の
危
機
管
理
の
推
進

「
平
和
を
創
る
」
外
交

〜
副
大
臣
を
終
え
て
の
想
い
〜

　

我
が
国
の
O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
予
算
は
ピ
ー

ク
時
か
ら
半
減
し
た
と
は
い
え
、
依
然
5
0
0
0
億

円
強
の
規
模
に
あ
り
、
我
が
国
平
和
外
交
の
中
核
を

な
す
外
交
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
へ
の
た

ゆ
ま
ぬ
貢
献
が
、
日
本
へ
の
信
頼
を
醸
成
し
平
和
を

よ
り
強
固
な
も
の
と
し
ま
す
。
相
手
国
の
顔
を
札
束
で

叩
く
か
の
よ
う
な
、
自
己
利
益
優
先
の
援
助
を
す
る

国
も
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
は
永
年
、「
人
間
の
安
全

保
障
」
と
い
う
原
則
の
下
で
、
相
手
国
の
国
民
一
人
一

人
に
裨
益
す
る
よ
う
な
、
持
続
可
能
な
援
助
政
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
域
内
統
合
を
果
た
し
た
A
S
E
A
N

の
地
域
間
格
差
の
是
正
や
連
結
性
向
上
な
ど
の
た
め

に
、
ま
た
発
展
著
し
い
ア
フ
リ
カ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の

た
め
に
、
援
助
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
ア
フ
リ

カ
で
は
、
基
礎
的
な
人
材
開
発
や
教
育
支
援
に
加
え
、

伝
染
病
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
支
援
に
、
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
21
世
紀
は
ア
フ
リ
カ
の

世
紀
と
言
わ
れ
、
人
口
の
面
で
も
、
経
済
の
面
で
も
、

ア
フ
リ
カ
は
大
き
く
成
長
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
は
世
界
の
国
々
の
約
3
割
に

あ
た
る
54
か
国
が
存
在
す
る
大
陸
で
あ
り
、
開
発
協

力
を
通
じ
た
ア
フ
リ
カ
と
の
連
携
強
化
は
日
本
外
交
に

と
っ
て
不
可
欠
で
す
。
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